
（要領様式第５号）

年度

分野

実施機関

1 幼児教育の意義
白梅学園大学
名誉教授
無藤　隆

要領・指針には、世界の研究や知見をふま
え、目の前の子どもたちの「姿」をどのように捉
え育んでいくべきか、重要なメッセージが込め
られているということを解説している。

講義（eラーニング)
＋ミニテスト+報告

書
1時間29分

令和7年6月16日（月）～
令和7年12月22日（月）

パソコン
スマートフォン
タブレット

300人

2
幼児の発達に応じた

保育内容１
（幼児教育の基本）

株式会社
保育のデザイン研究所
研究員
川辺　尚子

平成29年改訂（改定）の指針や要領に示され
ている重要なキーワード「主体的・対話的で深
い学び」や「環境を通して行う保育」について、
事例を用いて解説している。

講義＋演習（eラー
ニング)＋ミニテスト

+報告書
0時間59分

令和7年6月16日（月）～
令和7年12月22日（月）

パソコン
スマートフォン
タブレット

300人

3

幼児の発達に応じた
保育内容２

（発達をふまえた保育（3
～5歳））

株式会社
保育のデザイン研究所
研究員
川辺　尚子

子どもは環境を通して資質・能力を育んでお
り、保育者は5領域を通して、子どもの学びを
読み取ることが必要なことについて、事例を通
して5領域、さらに「幼児期の終わりまでに育っ
てほしい姿」を日常的な子どもの姿を基に解説
している。

講義＋演習（eラー
ニング)＋ミニテスト

+報告書
1時間08分

令和7年6月16日（月）～
令和7年12月22日（月）

パソコン
スマートフォン
タブレット

300人

4

幼児の発達に応じた
保育内容３

（幼児の世界（豊かな遊
びの展開））

こども教育宝仙大学
准教授
利根川　彰博

子どもの豊かな想像力や思いを、私たち保育
者は受け止め、保育を行っているか。先入観
で保育を行っていないか。改めて保育者のあ
り方を考えさせられる内容。

講義＋演習（eラー
ニング)＋ミニテスト

+報告書
2時間48分

令和7年6月16日（月）～
令和7年12月22日（月）

パソコン
スマートフォン
タブレット

300人

5

幼児教育の環境
（子どもの「やりたい！」
が発揮される環境（３～

５歳））

お茶の水女子大学
お茶大アカデミック・プロダ
クション
宮里　暁美

主体的な活動の中で、子どもが発見し、工夫し
たり、挑戦したり、試行錯誤するその姿は目を
見張るものがある。指針や要領のキーワード
と事例を重ねて、環境がいかに、子どもの遊び
を豊かにするために重要かということを解説し
ている。

講義＋演習（eラー
ニング)＋ミニテスト

+報告書
2時間29分

令和7年6月16日（月）～
令和7年12月22日（月）

パソコン
スマートフォン
タブレット

300人

6

幼児教育の指導計画、
記録及び評価１

（子どもの姿に基づいた
指導計画（３～５歳））

神戸大学
教授
北野　幸子

計画や記録は、単に形式的なものなのではな
く、組織として方向性を共有し、子どもの「今」
を捉えた記録を基に、より良い保育に向かう
PDCAサイクルの中で書いていくものです。こ
の単元は、これまで得てきた幼児教育の知識
と保育の実践を結び付け、計画に活かすため
の手掛かりを示している。

講義＋演習（eラー
ニング)＋ミニテスト

+報告書
2時間39分

令和7年6月16日（月）～
令和7年12月22日（月）

パソコン
スマートフォン
タブレット

300人

7

幼児教育の指導計画、
記録及び評価２

（計画・実践・振り返りの
実際）

株式会社
保育のデザイン研究所
研究員
川辺　尚子

子どもの姿から何を捉え、どのように記録する
のか。また記録を基にどのような保育を展開し
ていくと、子どもが主体的に育っていくのか。事
例を基に、実践的に学ぶ。

講義＋演習（eラー
ニング)＋ミニテスト

+報告書
1時間15分

令和7年6月16日（月）～
令和7年12月22日（月）

パソコン
スマートフォン
タブレット

300人

8
小学校との接続１

（架け橋プログラム１）

白梅学園大学
名誉教授
無藤　隆

架け橋プログラムの背景となる現状や課題に
ついて知り、めざしていることやプログラムの
概要を理解する。これから取り組むべき内容と
取り組むときの考え方を学ぶ。

講義（eラーニング)
＋ミニテスト+報告

書
0時間48分

令和7年6月16日（月）～
令和7年12月22日（月）

パソコン
スマートフォン
タブレット

300人

9
小学校との接続２

（架け橋プログラム２）

國學院大學　教授　吉永
安里
RISSHO KID`S きらり 岡
本　園長　坂本 喜一郎
白梅学園大学　名誉教授
無藤 隆

架け橋プログラムの背景となる現状や課題に
ついて知り、めざしていることやプログラムの
概要を理解する。これから取り組むべき内容と
取り組むときの考え方を学ぶ。

講義（eラーニング)
＋ミニテスト+報告

書
1時間30分

令和7年6月16日（月）～
令和7年12月22日（月）

パソコン
スマートフォン
タブレット

300人

※ 保育士等キャリアアップ研修の修了証の交付を受けるためには、１～9すべての研修を受講する必要があります。

令和７年度　神奈川県保育エキスパート等研修

幼児教育

一般社団法人横浜市私立保育園こども園園長会

15時間05分

開催日程時間 総時間数講師名 研修形態 会場

研修カリキュラム

研修名 内容 定員


